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北
支
平
原
の
土
壌

菊

太

良日

田

ー町

北
支
・
中
支
の
政
治
的
境
界
は
新
黄
河
に
嫁
る
こ
と
t
h

た
つ

た
が
、

自
然
印
ち
気
候
・
土
域
・
摘
物
等
の
拙
か
ら
は
、
秦
嶺

北
支
が
更
一

に
犬
行
山
脈
以
西
の
山
西
山
地
、
北
文
平
原
、
山
東
山
地
に
=
一

分
さ
れ
る
の
は
、
周
知
の
如
く
で
あ
り
、
こ
れ
ら
自
然
的
匝
分

は
、
漠
人
文
明
設
展
普
及
の
沿
革
、
農
業
が
基
礎
産
業
た
る
闘

係
か
ら
、
経
済
・
枇
舎
の
聞
に
於
い
て
も
著
し
い
針
照
を
示
す
。

草
に
地
形
の
み
を
観
察
す
る
な
ら
ば
、
北
支
平
原
は
浩
河
を
越

准
河
の
線
と
す
る
の
山
一
層
安
蛍
と
考
へ
ら
れ
る

え
て
揚
子
江
三
角
洲
を
も
含
み
、
淑
江
省
の
寧
波
附
近
ま
で
も

延
び
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
南
部
は
自
然
的
並
に
枇
曾
的
た
欣
況

を
根
本
的
に
異
に
し
、
洗
河
の
線
が
重
要
友
境
界
た
る
こ
と
は
、

放
行
者
の
瞥
見
に
よ
る
も
直
ち
に
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

北
文
平
原
白
土
壌

北
支
卒
原
は
、
か
く
明
瞭
に
匡
劃
さ
れ
て
、
支
那
最
大
の
地

迎
的
中
早
元
た
る
と
同
時
に
、
そ
の
内
部
の
構
迭
は
何
恨
め
て
阜
純

で
、
殆
ん
ど
匡
別
し
得
友
い
多
数
農
村
の
連
績
で
あ
る
a

と
れ

ら
多
数
村
落
に
住
む
八
千
寓
農
民
の
生
前
は
、
掴
刑
密
な
る
人
口

の
慶
泊
、
頻
委
す
る
天
災
、
園
民
政
府
並
に
漸
江
財
聞
に
よ
る

植
民
地
的
搾
取
の
た
め
、
甚
だ
し
い
窮
乏
に
陥
っ
て
腐
り
、

モー

の
再
生
同
所
間
長
期
建
設
工
作
の
最
重
要
友
一
項
目
を
成
す
。

そ
し
て
、
北
支
平
原
の
農
業
が
各
小
水
省
・
黍
・
高
梁
を
主
作
物

ー
と
し
、
中
南
支
よ
り
も
我
が
閣
の
可
申
れ
と
具
る
と
と
は
、
農
村

再
生
計
書
の
樹
立
・
資
行
を
困
難
に
す
る
が
、

そ
れ
だ
け
に
こ

の
課
題
は
解
き
甲
斐
あ
る
も
の
と
一
式
へ
や
う
。

ー
ー

北
京
卒
原
に
於
け
る
農
業
並
に
農
村
の
特
質
が
、
そ
の
位
置
・

地
形
・
気
候
に
制
約
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、
既
に
屡
々
指
摘
さ
れ

も
ん
一
週
り
で
あ
る
。

併
し
、
位
置
・
地
形
・
気
候
は
、
直
接
の
影
響
の
外
、
特
殊

た
土
壌
を
輿
へ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
農
業
を
制
約
し
て
ゐ
る
賄
も

重
要
で
あ
る
。
賓
際
、
米
人
キ
ン
グ
は
四
千
年
連
績
の
農
業
に
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北
文
平
原
白
土
壌

驚
歎
し
た
け
れ
左
も
、
北
支
平
原
の
沖
積
は
地
質
事
的
に
は
極

め
て
新
し
く
、
黄
土
居
を
貫
く
黄
河
、
四
方
山
地
よ
り
流
下
す

る
海
河
、
准
河
、
北
西
の
烈
し
い
季
節
風
に
よ
る
新
し
い
堆
積

は
、
不
断
に
土
壌
を
更
新
せ
し
め
て
居
り
、
淵
務
す
る
氾
激
ほ

と
の
沼
程
を
一
層
大
規
械
に
し
て
ゐ
る
。
同
時
に
、
氾
散
に
よ

る
土
砂
の
流
入
は
時
に
耕
地
骨
荒
陵
せ
し
め
、

rv、
い
乾
燥
季
や

高
い
地
下
水
の
所
で
は
盤
分
が
過
大
に
占
な
る
か
ら
、
護
淵
・
排

水
施
設
に
よ
っ
て
水
を
調
整
す
る
と
と
が
、
古
く
か
ら
岡
家
・

佐
倉
の
重
要
た
任
務
と
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
北
支
農
村
を
理
解

し
再
建
す
る
と
と
は
、
土
壌
の
関
係
を
技
を
に
し
て
は
、
到

L

民一

不
可
能
だ
ら
ざ
る
を
得
た
い
の
で
あ
る
。

支
那
土
壌
に
闘
す
る
研
究
左
し
て
最
も
根
本
的
た
著
作
は
、

]
P
E
g
同
J
M
C

号
の
の
め
む
拘
E
F
L
q
c「

F
7
0

∞
。
】
一
以
包
『
(
J
一

}Emw
で
あ

る
。
勿
論
、
地
大
の
固
と
て
決
し
て
完
撃
と
は
し
得
ま
い
が
、

ニ
ヶ
年
牢
に
疋
る
野
外
調
賓
並
に
貧
験
の
結
果
だ
か
ら
、

日産

の
概
括
と
し
て
相
営
信
頼
す
る
に
足
る
。
そ
れ
で
、
以
下
、
之

に
よ
っ
て
北
支
卒
原
土
壌
の
性
質
、
及
ぴ
、
そ
の
農
業
に
針
す

る
意
義
を
概
観
し
ゃ
う
。
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北
支
平
原
の
大
部
分
は
、
石
茨
質
の
沖
積
土
壌
よ
り
成
っ
て

ゐ
る
。

一
部
海
岸
寄
り
の
地
域
で
は
堕
分
を
合
布
す
る
と
と
多

〈
、
大
行
山
鷲
及
び
山
東
省
の
州
側
め
て
新
し
い
沖
積
土
壌
は
石

決
質
を
有
し
お
い
が
、
と
れ
ら
の
分
布
範
聞
は
著
し
く
局
限
Z

れ
て
ゐ
る
。

石
茨
質
沖
積
土
壌
の
組
織
は
、
殆
ん
ど
砂
の
み
よ
り
成
る
も

の
、
並
に
、
略
々
純
粋
の
粘
土
を
雨
極
端
と
し
て
、
地
域
に
よ

ヲ
て
異
な
り
、
色
の
黒
か
ら
も
数
種
に
分
類
さ
れ
る
。
併
し
、

そ
の
内
最
も
重
要
友
の
は
、
河
北
"
山
東
の
低
地
部
、
河
南

江
蘇
の
北
部
に
亙
り
、
五
(
肺
門
洪
福
地
全
面
積
の
牢
ば
以
上
を
占

め
る
微
砂
土
壌
で
あ
る
。
と
の
土
壌
は
、
表
両
は
淡
黄
色
或
は

次
褐
色
を
、
下
唐
土
は
慨
し
て
責
務
色
を
呈
し
、
桜
め
て
微
細
、

且
つ
多
孔
質
で
あ
る
。
組
織
は
原
則
と
し
て
表
面
か
ら
下
唐
土

ま
で
一
様
と
及
。
て
ゐ
る
が
、
大
河
の
近
く
で
は
、
微
砂
・
砂
・

粘
土
の
屠
理
が
認
め
ら
れ
、
砂
屠
・
粘
土
居
は
比
較
的
石
炭
質

が
少
た
い
。
乙
れ
ら
微
砂
堆
積
土
壌
は
、
後
漣
の
盟
分
過
大
左

る
揚
合
を
除
き
、

一
般
に
生
産
力
に
宮
み
、
特
に
、
都
市
近
傍



の
蓮
年
の
施
肥
で
黒
く
な
っ
た
部
分
は
、
最
大
の
生
産
力
を
一
不

ナ。
石
茨
質
沖
積
土
壌
は
、
河
道
よ
り
逗
〈
隔
た
り
、
増
水
期
に

沼
津
化
す
る
場
所
で
は
‘
粘
土
を
殆
ん
ど
唯
一
の
成
分
と
す
る
。

乙
の
種
土
壌
は
、
も
と
黄
河
が
流
れ
、
現
在
の
准
河
そ
の
他
の

河
流
で
は
排
水
力
・
埋
積
力
の
不
足
す
る
山
東
南
部
・
江
蘇
北

部
に
最
も
多
く
、
大
部
分
は
堕
士
又
は
ア
ル
カ
リ
土
壌
と
し
て

耕
作
に
濁
せ
や
、
腹
八
刀
が
過
多
で
た
い
揚
合
に
も
、
夏
季
湖
沼

化
寸
7
U
穴
め
に
1

h

伯
作
以
外
は
不
可
抗
と
た
る
コ

砂
を
主
成
分
と
す
る
沖
積
土
壌
は
、
河
流
に
沿
っ
て
帯
欣
に

現
は
れ
る
。
蓋
し
、
河
水
が
氾
濫
す
れ
ば
直
ち
に
流
蓮
を
減
じ
、

砂
を
放
出
す
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
種
土
壌
は
果
樹
閤
或
は
菰

茶
作
に
充
賞
さ
れ
る
が
、
細
砂
が
飛
散
し
て
耕
地
を
荒
療
に
腸

せ
し
め
る
揚
合
が
あ
り
、
天
津
・
開
封
附
近
に
は
寅
例
が
多
い
。

開
封
北
側
の
城
壁
の
如
き
は
、
新
沖
積
及
び
飛
砂
の
堆
積
に
よ

っ
て
殆
ん

E
埋
決
さ
れ
ん
と
し
て
居
り
、
市
内
の
一
部
で
は
四

メ
ー
ト
ル
も
下
に
古
い
碍
の
鋪
装
が
愛
見
さ
れ
た
。

石
友
質
沖
積
土
壌
は
、
気
候
上
の
傑
件
と
相
侯
っ
て
、
北
支

北
支
平
原
白
土
壌

平
原
に
於
け
る
バ
ッ
ク
の
所
謂
「
冬
小
委
・
黍
・
高
梁
農
業
」
の

基
礎
を
た
し
て
ゐ
る
。
ま
た
自
家
消
費
用
作
物
に
は
玉
萄
黍
が

多
く
、
商
品
作
物
た
る
煙
草
・
棉
の
産
額
も
増
加
し
つ
L

あ
る
。

粘
土
の
多
い
土
壌
は
、
分
布
が
庚
く
な
い
た
め
に
小
量
左
が
ら
、

良
質
の
米
を
速
し
、
砂
地
は
前
中
辿
の
如
く
果
責
・
読
楽
に
特
化

し
て
ゐ
る
。

~g 

平
原
の
東
部
、

直
隷
湾
ゅ
黄
海
に
演
す
る
狭
小
な
地
帯
刊

u，地
F
水
が
高
い
上
代
、
降
ホ
が
自
民
の
似
〈
続
期
間

κ集
巾
し

て
二
年
の
大
部
分
は
乾
燥
し
、
ま
た
季
節
風
が
烈
し
い
結
果
、

臨
盟
分
が
著
し
〈
地
表
近
く
に
堆
積
す
る
。

堕
分
が
堆
積
す
る
か
否
か
は
、
海
抜
・
流
水
・
下
唐
土
の
倒

〈
些
一
細
な
相
逮
に
よ
っ
て
も
決
せ
ら
れ
る
が
、

一
般
に
は
地
下

水
位
と
大
気
の
漁
度
と
の
闘
係
に
よ
っ
て
定
ま
り
、
比
較
的
雨

量
の
多
い
江
蘇
北
部
で
は
地
下
水
位
が
地
表
よ
り
一
・
五
メ
1

ト
ル
以
内
で
あ
れ
ば
堕
士
を
生
じ
、
乾
燥
し
た
河
北
の
海
岸
並

に
内
部
の
あ
る
地
域
で
は
、

二
、
三
メ
ー
ト
ル
前
後
で
あ
っ
て

も
同
様
の
結
呆
を
来
す
。
従
っ
て
、
河
北
・
河
南
の
内
陸
に
も
、

第
四
十
八
巻
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北
支
平
原
町
土
壌

所
々
に
盛
士
が
散
在
す
る
。

堕
土
の
長
〈
連
る
海
岸
地
帯
に
は
、
大
規
模
に
製
堕
が
行
は

れ
、
内
障
の
盟
士
で
は
農
民
が
自
給
目
的
に
私
臨
佐
保
取
す
る
。

排
水
・
濯
滑
に
池
山
品
た
施
設
を
講
じ
泣
い
隈
り
、
一
般
の
農
作

に
は
滴
し
・
な
い
け
れ
ど
も
、
楊
柳
の
相
聞
が
燃
料
或
は
行
李
原
料

と
し
て
利
用
さ
れ
.
聴
が
建
築
・
工
築
の
材
料
と
な
る
。
境
佐

政

F
H吋
μ
ν
z
h
e
Z山
Y
J
K

「
-
t
、

4A34
阿

μ
dオ
4
J
[
7
4
1
t
t

一
般
農
作
が
可
能
と
取
る
と
一
五
は

れ
て
ゐ
る
け
れ
左
も
、
漁
地
に
限
ら
れ
る
か
ら
、

そ
の
跡
作
も

自
ら
限
定
さ
れ
ざ
る
を
得
友
い
。
雨
量
・
排
水
・
謹
淑
の
闘
係

上
堕
分
の
少
な
い
江
蘇
北
部
の
堕
土
地
帯
に
は
、
棉
花
が
重
要

注
商
業
作
物
と
左
っ
て
居
り
、
時
に
は
小
茶
・
大
萎
・
首
帯
等

と
輪
作
さ
れ
る
。

既
記
の
や
う
に
、
平
原
の
大
部
分
を
占
め
る
普
通
の
石
茨
質

微
砂
土
壌
は
、
多
孔
性
で
あ
っ
て
、
そ
の
生
産
力
を
高
め
る
た

め
に
は
、
濯
概
を
要
す
る
が
.
濯
瓶
は
堕
分
を
過
大
忙
ず
る
危
険

を
伴
ふ
。
従
っ
て
、
自
然
欣
態
に
於
い
て
は
そ
の
必
要
の
認
め

ら
れ
友
い
揚
合
と
離
も
、
排
水
の
瓢
に
充
分
の
注
意
を
梯
は
ね

ぽ
な
ら
ぬ
。
況
し
て
、
海
に
近
く
、
降
雨
頻
繁
に
、
水
の
停
滞

第
四
十
へ
巻

七
二
六

第
四
披

四

し
勝
な
堕
土
地
帯
で
は
.
排
水
溝
を
需
に
し
て
水
の
疏
通
を
計

り
、
可
能
な
限
り
新
鮮
な
水
と
交
代
せ
し
め
る
と
と
が
、
最
も

肝
要
ム
」
在
る
。

大
部
分
石
双
質
或
は
服
装
性
の
沖
杭
十
一
壌
に
担
淡
芯
れ
・
山

地
と
の
境
界
或
は
伎
か
な
隆
起
部
に
荻
〈
現
は
れ
て
ゐ
る
も
の

に
、
粘
土
質
の
砂
佐
土
壌
が
あ
る
。
排
水
の
良
好
注
柑
割
合
し
し
鰯

も
、
そ
の
生
産
力
は
微
砂
土
壌
に
劣
り
、
不
良
友
相
割
合
に
は
‘
粘

気
が
大
に
失
す
る
か
硬
化
し
て
耕
作
に
英
し
く
困
難
で
あ
り
、

加
ふ
に
夏
季
滞
水
を
見
る
た
め
に
、
時
と
し
て
冬
小
委
或
は
大

萎
が
作
付
さ
れ
る
に
過
ぎ
左
い
。


